
 

 

① 政府が、「聖域なき関税撤廃」を前提

にする限り、交渉参加に反対する。  

 

② 自由貿易の理念に反する自動車等の

工業製品の数値目標は受け入れない。  

 

③ 国民皆保険制度を守る。  

 

④ 食の安全安心の基準を守る。  

 

⑤ 国の主権を損なうようなＩＳＤ条項は   

合意しない。  

 

⑥  政府調達・金融サービス等は、わが

国の特性を踏まえる。 

 

自民党のＴＰＰ交渉参加の判断基準  

（平成２４年３月９日決定） 

平成 24 年 7 月 24 日（火）  予算委員会  自由民主党・たちあがれ日本・無所属の会  山田俊男   

出典：自由民主党「ＴＰＰについての考え方」より抜粋  


